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データサイエンス， EdTech，STEAM教育系科目の体系
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カリキュラム全体・枠組みの観点

ピンク枠がフラッグシップでの新設科目

総合的な学習の理
論と実践



データサイエンス系科目

• AI・データサイエンス基礎（１年前期，非フラッグシップ科目）
• 「情報機器の操作」からの置き換え
• 数理・データサイエンス・AIプログラム認定制度

リテラシーレベル認証(令和５年)
• 前半(第2-11回) は放送大学のオンデマンドコンテンツを活用．これを踏まえ，

後半(第12-15回) は具体的なデータの活用方法について演習を交えて学習．
• 教育データサイエンス（１年後期，フラッグシップ科目）

• 2022年度の新設科目



教育データサイエンス（1年後期）



【テーマ】
経験や勘だけに基づく教育改善の限界を踏まえ，データから新たな視点を得るため

の考え方や，そのために必要なデータサイエンスの基礎的手法について学ぶ。一方で，
データに基づく探究にも限界点や多くの留意事項があることを学ぶ。

【到達目標】
○因果推論や測定の信頼性・妥当性，推測統計の基礎的な考え方を理解し，教育分野
のデータを用いた実践報告や研究事例について，理解したり批判的に読解したりする
ことができる。
○統計的仮説検定を中心とした推測統計の実際の手続きについて理解した上で，表計
算ソフトやフリーの統計解析ソフトを用いて実際に分析を実行し，結果の読み取りお
よび考察を行うことができる。
○教育分野におけるデータ収集や分析のアイデア，ならびにその意義，留意事項，限
界点等について，他者にわかりやすく説明したり，論述したりすることができる。



【授業計画】
クラス別講義・演習とする（計２クラス）。

第1回 ガイダンス，なぜデータを集めて判断することが重要か（各クラス担当教員）[講義・演習]
第2回 データ収集の方法(1) 集団を対象にした研究デザインと因果推論（各クラス担当教員）[講義・演習]
第3回 データ収集の方法(2) 個を対象にした研究デザインと因果推論（各クラス担当教員）[講義・演習]
第4回 データ収集の方法(3) 測定の信頼性と妥当性（各クラス担当教員）[講義・演習]
第5回 記述統計を用いたテストの項目分析（各クラス担当教員）[講義・演習]
第6回 推測統計の基礎(1) 母集団と標本，点推定と区間推定（各クラス担当教員）[講義・演習]
第7回 推測統計の基礎(2) 標本分布，標準誤差（各クラス担当教員）[講義・演習]
第8回 推測統計の基礎(3) 統計的仮説検定の考え方，正確二項検定（各クラス担当教員）[講義・演習]
第9回 比率の差の検定と，データの対応の有無（各クラス担当教員）[講義・演習]
第10回 平均値の差の検定(1) t検定（各クラス担当教員）[講義・演習]
第11回 平均値の差の検定(2) 分散分析と多重比較（各クラス担当教員）[講義・演習]
第12回 相関係数の検定 （各クラス担当教員）[講義・演習]
第13回 単回帰分析と回帰係数の検定（各クラス担当教員）[講義・演習]
第14回 ここまでにみた手法を用いた教育分野の論文読解（各クラス担当教員）[講義・演習]
第15回 教育分野での応用に向けたプレゼンテーション・まとめ （各クラス担当教員）[講義・演習]





EdTech系科目

• 非フラッグシップ科目
• 情報処理基礎演習（１年前期），もとは「情報機器の操作」
• 教育情報化概論（１年後期前半），現行の「情報通信技術を活用した

教育に関する理論及び方法」
• フラッグシップ科目

• デジタル学習環境と情報活用（１年後期後半）
• 小学校プログラミング教育教材論（２年前期前半）
• 情報モラル・セキュリティ教育論（２年前期後半）



デジタル学習環境と情報活用(1年後期後半)







小学校プログラミング教育教材論(2年前期前半)



【テーマ】
小学校プログラミング教育で活用される代表的な教材の特徴を理解し，

具体的な学習活動の展開を体験することで，実践的指導力を高める。
【到達目標】
・プログラミング教育の導入教材(アンプラグドCS，Viscuit，WeDo2.0)と

学習展開を理解する。
・ビジュアルプログラミング（Scratch3.0）の特徴を理解する。
・電気回路を制御するプログラミング（Microbit）の基礎を理解する。
・フィジカルプログラミング（Spike Basic）の基礎や活用方法を理解する。
【授業計画】
第1回：内容① プログラミング教育の導入活動（黒田）［講義・演習］
第2回：内容① プログラミング教育の導入教材（黒田）［講義・演習］
第3回：内容② ビジュアルプログラミングの基礎（緒方）［講義・演習］
第4回：内容② ビジュアルプログラミングの教材研究（緒方）［講義・演習］
第5回：内容③ 電気回路を制御するプログラミングの基礎(小山)［講義・演習］
第6回：内容③ 電気回路を制御するプログラミングの教材研究(小山)［講義・演習］
第7回：内容④ フィジカルプログラミングの基礎(掛川)［講義・演習］
第8回：内容④ フィジカルプログラミングの教材研究(掛川)［講義・演習］





情報モラル・セキュリティ教育論(2年前期後半)



【テーマ】
今日の学校教育において，情報モラル・セキュリティ教育は不可欠な要素となっています．本授業では，

未来の教員に必要な情報モラルや情報セキュリティに関する基本的な概念を理解し，それを児童・生徒に
指導するための方法を学びます．また，テクノロジーを利用しながら責任ある市民として，積極的に社会
に参画するための資質・能力を身につけるデジタル・シティズンシップ教育の視点を取り入れ，単なるリ
スク回避にとどまらず，積極的にICTを活用しつつ健全なデジタル環境を築く教育についても考えます．

特に，情報モラル・セキュリティ教育の入り口段階である小学校段階の授業デザインやカリキュラム・
マネジメントに焦点を当て，教育現場で実践可能な指導方法を身につけることを目的とします．
【到達目標】
①学校における情報モラル・セキュリティ教育の概要を理解する．
②情報モラル・セキュリティ教育の授業デザインやカリキュラム・マネジメントを考える．
③デジタル・シティズンシップの視点を取り入れた情報モラル・セキュリティ教育のあり方を理解する．
【授業計画】
第1回 ガイダンス・学校教育における情報モラル・セキュリティ教育の考え方
第2回 情報セキュリティ：安全なICT環境の確保
第3回 情報モラル：ICT社会における適切な行動
第4回 生成AIを活かす未来の市民
第5回 情報モラル・セキュリティ教育のカリキュラム・マネジメント
第6回 情報モラル・セキュリティ教育の授業デザイン
第7回 情報モラル・セキュリティ教育の実践（授業案検討）
第8回 まとめ
【その他】原則として（同期型）オンライン授業により開講します．





横展開に向けた取り組み（EdTech系科目）
• 横展開：本学で開発された授業のシラバス・教材を他大学の環境に

適応させて実施し，その効果を検証する過程
• 横展開の進め方

• 事前：試行に向けた打ち合わせ，資料等の提供
シラバス，実践事例（紀要），教材（スライド・資料等），コアカリ試案

• 事後：試行を踏まえ，コアカリキュラム試案を更新，紀要等に投稿
• EdTech系３科目の横展開

• デジタル学習環境と情報活用（教育情報化概論の一部を含めて実施）
大分大学にて一部を試行し，コアカリ案を更新，紀要印刷中

• 小学校プログラミング教材教育論
大分大学にて一部を試行し，コアカリ案を更新中＆投稿準備中

• 情報モラル・セキュリティ教育論
鳴門教育大学にて試行し，コアカリ案を更新中＆投稿準備中



「デジタル学習環境と情報活用」のコアカリキュラム（試案）

全体目標： 学習者用コンピュータおよび学習用クラウドサービスが導入されたデジタル学習環境にお
いて，情報活用型の授業を展開できるよう，デジタル学習環境に関する基礎的な知識・技
能を身に付ける。

向上目標： 自己の情報活用能力を継続的に高め，デジタル学習環境の進展を常にキャッチアップし，
より効果的な教育方法や授業の在り方を探究しつづける。

(1) 学習者用コンピュータの機能と特徴
一般目標： 学習者用コンピュータとして導入されている端末の機能や特徴，操作方法を理解している。
到達目標：1) 学習者用コンピュータとして導入されている端末の機能と特徴を理解している。

2) 学習者用コンピュータとして導入されている端末の基本的な操作方法を理解している。
(2) 学習用クラウドサービスの機能と特徴
一般目標： 学習用クラウドサービスの機能や特徴，情報活用方法を理解している。
到達目標：1) 学習用クラウドサービスの機能と特徴を理解している。

2) 学習用クラウドサービスを用いた情報活用方法を理解している。
(3)デジタル学習環境における情報活用型の授業展開
一般目標： デジタル学習環境における情報活用型の授業展開を理解している。
到達目標：1) 学習者用コンピュータの基本的な操作方法を,児童生徒に身に付けさせるための指導法を

理解している。
2) デジタル学習環境において児童生徒が情報活用する授業展開を理解している。

（中央教育審議会デジタル学習基盤特別委員会の「デジタル学習基盤に係る現状と課題の整理」を参考に，向上目標を追加）



EdTech系科目に関連する授業外での取り組み



CReATE Seminar【ICTエヴァンジェリスト養成講座】の開催

• 開催日時：2025年12月9日(火)13時10分～14時40分
• 実施方法：対面，オンデマンドによる実施
• 講 師：黒田昌克 准教授，山下義史 講師，岩﨑凌一 特命助

教，荊木拓 特命助教



講座の目標と構成

１）情報活用能力の育成に関する動向
• 次期学習指導要領における情報活用能力等の説明

２）基礎的なICT活用演習
• ICT活用に関する研修用サイトを用いた演習

講座内容の詳細

事前テスト 講座 事後テスト 振り返り
アンケート

講座の構成

講座の目標
学校におけるICT利活用の先導的役割を担う教員を養成すること



研修の様子

１）情報活用能力の育成に関する動向 ２）基礎的なICT活用演習



研修の効果

テストの点数の伸び
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受講者のアンケートより

項目 平均点

総合的に考えて満足のいくものだった 4.48

授業におけるＩＣＴ活用の考え方が分
かった 4.36

授業でＩＣＴを活用する必要性が分
かった 4.52

自身の授業にＩＣＴ活用を取り入れる
ことへの意欲が喚起された 4.20

5件法 N＝2536点満点 N＝25



後半：STEAM教育系科目に続く


